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花王教員フェローシップ体験報告書

プロジェクト名

  カンガルー島のハリモグラとオオトカゲ
                                                                          東京学芸大学附属世田谷中学校

岡田 仁

１ 概要と作業内容

（１） 調査地について：調査地の Pe li can   Lagoon   Research   and  Wi ld l i f e  Cen ter(以下センタ

ー）周辺は海岸近くの手つかずの自然が残っている地域でした。歩いて行ける範囲には、

人家は１件しかなかったと思います。海沿いですが全体に乾燥していて植物は固い分厚い

葉を持っているものばかりでした。また、とげのある植物が多く、歩くときに多少悩まさ

れたこともありました。環境としては主に森（Woodland）と藪（ Shrubland）そして、草原

（Grass land）の３種類です。

Woodland：

Mallee というユーカリの仲間の森           

Shrubland   ：

数種類の低木からなる藪
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Grassland：

主な草は Orthrothanthus

センター近くに集まってくる

カンガルー（大型で褐色）と

ワラビー（小型で灰色）

（２） 調査期間の気候：私が参加した７月終わりから８月はじめはオーストラリアでは冬

にあたります。緯度は東京と同じくらいですが、地中海気候のため、東京の冬よりもずっ

と暖かく、昼間は２０℃以上になり、夜でも５℃くらいでした。

（３） センターのスタッフと他のボランティアの方 ：々ＰＩ（主任研究者）の Peggy  Rismi l l e r

さんとマネージャーの Michae l   McKelvey（通称マイク）さんの２人が研究、生活のほとん

どのことの指導等をして下さいました。また、キングスコート在住の Cora l さん（女性）

がはじめの３日間の食事を作ってくれました。３人ともとても陽気で親切な方々でした。

    参加したボランティアはアメリカ人３人（２人は母子（ 16 才の少年と母）と他の女性１

人）、イギリス人の女性１人、香港から女性１人そして、我々日本人２人の計７名でした。

そのうちイギリス、香港の方はご自分の企業（銀行）から派遣されてきたということで

した。企業の環境へ関心の高まりを感じました。

ボランティアの方もまた皆、大変良い人ばかりでした。言葉では苦労しましたが、いろ

いろ助けていただき、楽しく過ごすことが出来ました。
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☆ 今 回 の ボ ランティアのメンバー    Ｐ Ｉ ペ ギ ーさん、 私 、 マイクさん

（４） 研究対象の動物

ハリモグラ

カモノハシと同じく卵を産むほ乳類です。

昆虫その他の小無せきつい動物を食べます。

オーストラリア全域のいろいろな環境に棲ん

でいますが、極めて発見しにくい動物です。

全長は 40ｃｍ程度です。

                                  

ハリモグラ

ローゼンバーグゴアナ

ほとんどのオオトカゲは熱帯に棲んでい

ますが、このオオトカゲは珍しく温帯に棲

んでいて、冬は巣穴に隠れています。動物

食でハリモグラの子どもも食べているとい

うことです。全長は１ｍ程度です。

                      ロ ー ゼ ンバーグゴアナ

（５） 研究の目的

ブリーフィングから私が読みとった研究の大きな目的は次の通りです。
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    ・ハリモグラとゴアナの自然状態の生息地での生息数の動向の継続的調査

・ハリモグラとゴアナの土地を耕す役割の定量化

・人によって変えられた地域と自然状態の地域での微気候の違いを明らかにする。

    ・自然生息地の再生の程度を見積もるための指標を作る。

ハリモグラは太古の特徴を持ったまま今も生き続けている動物です。また、ローゼンバ

ーグゴアナはオオトカゲには珍しく温帯域に適応して生きています。両方とも環境にうま

く適応して生きのびてきた生き物です。どうして彼らが生きのびることが出来たのか？そ

の秘密を探るのがペギーさん達の研究の大きな目的だと、私は解釈しました。また、動物

たちも環境を作り、守っているという観点から、ハリモグラとゴアナの掘り起こし行動の

定量化も試みられています。それから、一定区間のすべての動物やその痕跡（糞、巣穴な

ど）を調べる活動も行われています。これは、人による植林などによって、どのくらい自

然環境が再生出来たかを客観的に知る指標作りのためです。

（６） これまでの主な研究の成果

これまでのペギーさん他の研究によって以下のことが明らかになったということです。

ハリモグラについて

・メスは１頭の子を３～５年に１度産む。

・メスは性成熟に産まれてから少なくても５年かかり、 12 年もかかることもある。

・ 巣 立 っ た 子 は 自 分 の 行 動 範 囲 を 確 立 す る ま で に 少 な く て も ３ km、 多 い 場 合 は 40km   

も移動する。

ローゼンバーグゴアナについて

・シロアリの塚に卵を産むことで子は卵からかえり、安全に生育できる。その理由は温度、

餌が確保できるからである。

・ゴアナはある程度の産熱機能を持っている。褐色脂肪組織 ＊があるようだ。

  ＊ 褐色脂肪組織（ brown ad ipose  t is sue   ）：ふつうほ乳類の頸部、肩甲部に備わってい

る特殊な脂肪組織で産熱機能をもつ。

（７） ボランティアが行った活動・作業

① 動物の追跡

・散策による個体の捜索、捕獲

動物の生態調査の基本は生息地に入って行って

動物を探して捕獲し、捕獲したときの場所、状況、

体重等必要な計測・記録を行って、個体識別マー

クを付けて再び放すということのようです。これ

を地道に繰り返すことによって、動物個体の行動

範囲、成長速度等いろいろなことが分かってきます。

ここでは個体識別、再追跡のために発信器とマイ      受 信機で動物の探索

クロチップを使用していました。             
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私は方向音痴なので１人で森に出ていって無事帰れるか心配でしたが、自分の場所が人

工衛星からの電波で特定できるＧＰＳという装置を貸してもらえたので安心できました。

② ゴアナ（オオトカゲ）の体温の測定とまわりの温度、湿度の測定

ゴアナの体内に埋め込まれた発信器は温度によってパルスの頻度が変わるしくみになっ

ているので、ゴアナの体温を測ることが出来ます。発信器の着いたゴアナのいる巣穴を見

つけたら、その近くに受信・記録装置をセットします。この装置は巣穴の中の温度、地表

の温度、気温も同時に記録することが出来ます。この装置のセット、回収、コンピュータ

へのデータ読み込みがボランティアの仕事でした。場所の特定等意外と難しい作業でした。

この測定の目的は温帯に棲むオオトカゲの体温調節のしくみを探ることです。

    ゴアナが産卵したシロアリの塚の内部、表面の温度、その近くの気温・湿度も似た方法

で測定されていました。

③ ハリモグラとネコの糞の収集

森に散策に出るときはハリモグラやオオトカゲを探すとともにハリモグラやネコの糞の

収集も行いました。これによって、ハリモグラの生息数、食性、帰化ネコの脅威などを知

ることができるのだと思います。

④ 一定区画の動物とその痕跡の調査

50ｍ四方の場所で一定時間に見つかった動物、巣、堀あと、

糞などをすべて調べ、記録する作業を行いました。糞（カン

ガルー、ワラビーなどすべて）は持ち帰り、分類して数える

作業も行いました。自然状態の森、人が一度裸地にしてしま

った草原、火事の後の森の３つの地点について行いました。

これは各地点の自然度、再生度を測るための指標を作るこ

とに役立つ調査だと思われます。

                        ☆糞の仕分け、計数

（８）施設と生活

①施設について  

    この Pe li can   Lagoon   Research   and  Wi ld l i fe   Cen te r は、持続可能（ sus ta inab le   )な研究・生

活を実際に行っている例として Hannover  Expo  2000  で紹介されたという施設です。電気、

水、排泄物の処理を自然環境に負担をかけないように独立して行えるようになっています。

・ 水は雨水：雨水をためるタンクがいくつもあり、建物の屋根に降った雨もタンクにたま

るしくみになっています。水はすべて雨水でまかなわれているのでとても貴重なので、

かなり節約して使っていました。シャワーは２日に１回で、洗濯はセンターではできま

せんでした。
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センターの建物の１つ

左が雨水をためるタンク。

建物の屋根にはソーラーパネルが

設置されている。

・電気はすべてソーラ発電：電気はすべてソーラーパネルによるＤＣ 12ｖの電源でした。

照明やコンピュータなどはすべてこの電源でまかなわれています。電池は充電式、照

明は消費電力の少ないＬＥＤが使われていました。冷蔵庫はガス、電気の併用型でし

た。ガスだけはボンベのガスを使っていました。

・ トイレは細菌分解型：トイレは熱を発する細菌を利用して汚物を分解するコンポストト

イレと呼ばれるものが使用されていて、環境への負担が少ないということで、臭いも押

さえられるようでした。

・洗剤はすべて生物分解性：食器洗いの洗剤等、生物分解性のものや石けんが使われ、環

境への負担を最小限にしていました。

②ボランティアの生活

・ 全体の流れ

初 日 か ら ３ 日 間 は 訓 練 期 間 で フ ィ ー ル ド の 地 理 、 歩 き 方 、 受 信 機 そ の 他 の

器 具 の 使 い 方 な ど を 学 び ま し た 。 夕 食 後 は ハ リ モ グ ラ 、 オ オ ト カ ゲ に つ い て

の レ ク チ ャ ー が あ り ま し た 。 ま た 、 こ の と き は 食 事 は 前 述 の C o r a l さ ん が つ

く っ て く れ ま し た 。 ４ 日 目 以 降 は 本 格 的 な 作 業 が 始 ま り ま し た 。 こ の 日 か ら

毎 日 １ 人 ず つ 掃 除 と 食 事 当 番 と な り ま す 。 当 番 の 人 は 昼 食 後 か 夕 食 後 に 自 分

の 国 の こ と を 写 真 な ど を 使 っ て 紹 介 す る こ と に な っ て い ま し た 。 い ろ い ろ な

国 の 人 の 住 ん で い る 地 域 の こ と 、 家 族 の こ と 、 職 業 の こ と な ど を 聞 け て 楽 し

く す ご せ ま し た 。 英 語 は あ ま り 聞 き 取 れ ま せ ん で し た が 、 写 真 を 見 て 楽 し め

ま し た 。 ７ 日 目 は 休 日 と い う こ と で 、 車 で 島 を 案 内 し て も ら い 、 コ イ ン ラ ン

ド リ ー に も 連 れ て 行 っ て も ら い ま し た 。 最 終 日 の 前 の 日 の 午 後 は 大 掃 除 の 時

間 が あ り ま し た 。

・１日の生活

一般的な１日を紹介します。朝は７時頃起床、７時半頃９時ころまで朝食とその日の作

業の説明。９時ころから 12 頃まで調査、作業となりました。午後は昼食後、作業説明、レ

クチャーなどの後３時ころから５時まで調査、作業となりました。その後はシャワーと自

由時間で、６時半か７時ころから夕食でした。夕食後はレクチャー、当番の人の自己紹介

などがありますが、その他はおしゃべりをしたり、ゲームをしたりして過ごしました。英

語の雑談はあまり聞き取れませんでしたが、ゲームに入れてもらったりして、私も楽しく

過ごすことができました。ｅメールを送る人はこの時間にコンピュータを借りていました。
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このようにして、キッチンで 10 時ころまで過ごし、三々五々床につきました。

１日の生活はこのようにゆったりした楽しいものでした。困ったことは説明や雑談はす

べて英語なので、 10～ 20％程度しか聞き取れなかったことです。作業ではペギーさん、マ

イクが実物を使って実際にやって見せて説明してくれたので何とかできました。また、ど

うしても分からない場合は、説明後につたない英語で確認しましたが、親切に答えてくれ

ました。夕食後の雑談もなかなか聞き取れませんでしたが、ゲームに誘ってもらったりし

て、楽しく過ごすことができました。英語を普通に使えたら、もっとずっと楽しくなった

だろうなとは思いました。私は、理科の教員としては割と英語を勉強している方だと思っ

ていましたが、ほとんど聞き取れないことにショックを受けました。帰国後も少しずつ英

語を勉強しています。

２ 体験を通して学んだこと・感じたことと教育への活用

（１）調査・研究から

調査研究ではまず、人の手の入っていない自然のままの森・藪、草原を見ることができ

ました。オーストラリアは全体に乾燥した大陸で、カンガルー島もかなり乾燥している様

子でした。そのためと思いますが植物の葉はすべて分厚くいかにも乾燥に強いという感じ

でした。林床は落ち葉などが分厚く積もり、とても吸水性がありそうでした。動物の糞は

たくさん落ちていましたが、不思議と臭くありませんでした。自然の浄化作用がうまくは

たらいているのだと思います。

そして、オーストラリアの野生動物が見られたことは、大きな経験です。写真や映像、

動物園などでは見たことはありましたが、野生のハリモグラ、オオトカゲ、カンガルーな

どを見られたことは、これからも動物のことを教えていく上で貴重な体験でした。私の理

科の授業では単孔類や有袋類のことも扱っていますが、これからは、現地での写真も活用

して、実感を持って語ることができます。

調査の方法、大変さについても学んだことがたくさんありました。まず、生態調査の具

体的な方法について、知識は少しあったのですが、実際に発信器、受信機を使っての探索

などが経験できたのは貴重なことでした。発信器のパルスの頻度によって、オオトカゲの

体温を知る方法等も新しく知ることができました。そして、生態学の基本は

野生動物の捕獲→記録→解放→再捕獲→記録→解放

の積み重ねであることを改めて認識しました。１つ１つのデータはとても小さいものです

が、この地道なことを数多く長期間くり返すことによって、いろいろなことが分かってく

ることを再認識しました。生徒達にもこのような生物学の基本を伝えていきたいと思いま

す。また、数値で表すことの重要性も学びました。ペギーさん達は自然環境の自然度を測

定するための指標作りを行っていました。自然度を数値で表すことによって、植林活動な

ど自然再生の活動の励みになるということでした。環境教育についても同じことが言える

と思いました。省エネ、リサイクル等環境に良い行動とは何かということは生徒達もおお

よそ分かっていると思います。それを数値によって表すことによって、具体的な行動に結

びつけることができると考えます。どこまでそれが可能かは私もまだよく調べていないの

で分かりませんが。
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（２）センターの生活から

センターでは、上述のように持続可能な研究・生活が実践されていました。土地の広さ

の違い、人口の違い、忙しさの違い等があるので、カンガルー島の生活をそのまま日本の

市街地に当てはめることはできません。しかし、エッセンスは拾い上げることはできます。

省エネ、レジ袋をもらわない、合成洗剤より石けんを使う、割り箸はなるべく使わないな

どできることからを少しずつでもやっていくことを生徒達に伝えていきたいと思います。

大量消費、右肩上がりの時代はもう終わらせて、持続可能な生活に切り替えていかなけれ

ば立ち行かない時代が来ていることを伝えていきたいです。

（３）出会った人々から

センターのペギーさん、マイクさん、他のボランティア

の皆さんに出会えたことはとても大きなことでした。セン

ターではこちらがお手伝いをする立場なのですが、随所で、

いろいろなレクチャーをして頂いたり、休日は島の観光に

つれていっていただいたり、至れり尽くせりでした。１２

日目の午後に夕日を見に連れて行っていただいたときはた

だただ感動するばかりでした。人をもてなすということは

どういうことかを教えてもらいました。他のボランティア

も皆、大変陽気で親切で良い人ばかりでした。夕食後のひ

とときなど、初めての人でもすぐにうち解けて、おしゃべ

りをこころから楽しんでいる様子がよく分かりました。英

語が聞き取れなかったり、通じなくて困ることも多々あり

ましたが、こちらが勇気を出して話しかけると一生懸命答  ペリカンラグーンの夕日

えてくれました。人を楽しませ、自分も楽しもうという心がよく分かり、見習おうと思い

ました。

（４）カンガルー島の人々の環境保護の意識

７日目（全日）と１２日目の午後は作業を離れて、島

を案内してもらいました。そこで強く感じたのは、島の

人々の環境を保護しようという強い意識でした。まず、

７日目にはコインランドリーに連れて行ってもらったの

ですが、そこの自動販売機から出てきた洗剤は生物分解

性のものでした。また、いろいろな場所で環境保護に関

する看板やポスターが目立ちました。特に印象に残って

いるのは１つのおみやげ屋さんにあった野生化したイエ

ネコ（以下帰化ネコ）に関するものでした。それは、帰

化ネコが多くの貴重な野生動物を食べてしまうことが描

かれており、そのネコを駆除したようすなどの写真も置  帰 化 ネ コ 防 止 の ポ スター

いてありました。島をあげて、帰化ネコ駆除のキャンペーンを行っているようでした。

悪いのは放した人間でネコには何の罪も無いのでとても気の毒だと思いますが、野生動
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物への被害を考えるとそのような対策を取るのが適当であると思います。             

日本でも帰化動物は昨今かなり問題になっています（ヤンバルクイナなどはマングー

スや野生化したイエネコの影響で絶滅の危機にさらされています。）ので、このネコの

ことを生徒に投げかけて、帰化動物について考えてもらおうかと思っています。その中

で、飼っている動物を逃がす（＝捨てる）ことが如何にいけないことかをいろいろな例

をあげて伝えたいと思います。センターでゲ ス ト 研 究 者 の ブ ラ イ ア ン グ リ ー ン

さ ん に お い で い た だ き 、 帰 化 し た ア メ リ カ 産 の 有 毒 の ヒ キ ガ エ ル の 影 響 に

つ い て お 話 し 頂 い た こ と も あ り ま し た の で 、 そ の こ と も １ つ の 例 と し て あ

げ ら れ る と 思 い ま す 。
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